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Ⅰ はじめに

当院では､2010年7月 1日の新築移転に伴い､

日機装社製透析通信システム 『FuttmNetWeb+

(以下､FNW+)』と富士通社製電子カルテシス

テム 『EGMAIN･GX(以下､E･GX)』を同時に導

入し連携した｡FNW+とE･GXの同時導入と連携

は全国的にも実例がなく､双方の連携が決定して

から臨床への導入まで約 1年という慌ただしいな

かで行われた｡連携の構築には時間と労力を要し

たが､成果を得たので報告する｡

また､今年は連携から1年が経過し､FNW+か

ら次期透析通信システム 『FNW+Step2(以下､

8teP2)』-のバージョンアップを行った｡これに

より生じた改善点や課題も補足的に報告する｡

Ⅱ 目的と方法

連携システムを十分活用していくために今回の

連携で得られた成果をまとめ､問題点を抽出して

その解決策を検討した｡

方法は､当院透析重の透析装置26台 (多人数用

18台､個人用8台)に対してFNW+(後に8teP2

-バージョンアップ)を導入し､同時にE･GX及

び医事課システム (以下､SX･J)との連携を行っ

た｡連携内容は ｢透析の実施｣｢愁訴｣｢処置｣｢投

薬｣｢検査｣｢算定｣等である｡
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Ⅱ FNY+とETm の連携

当院におけるFNW+とE･GX全体の連携図を図

1に示す｡

まず､患者属性登録をSX･Jで行い､次にE･GX

から透析申込み入力を行う｡その情報は共有サー

バを介してFNW+-と送られ､その後の情報入力

は殆どFNW+から行う｡透析終了後､実績承認を

行い､情報がE･GX上に反映され SX･Jで会計処

理される｡

図1:当院におけるFNW+及びstep2と

ETGXの連携図

Ⅳ FNW+での比較検討

まず図2にFNW+導入時の画像､図3にStep2

バージョンアップ後の画像を示す｡
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図2:FNW+の操作画面

図3:step2ヘバージョンアップ後の画面

最大の改善点は､バックアップのため､サブカ

ルテとしての紙が若干必要なものの､電子カルテ

の導入によって大幅なペーパーレス化が図れたこ

とである｡また､透析患者が入院した場合でも､

E･GX との連携に羊り､院内であればどこでも患

者の透析条件やバイタル変化を確認できるように

なった｡更に､医療材料を確認しながらのプライ

ミングによるヒi-マンエラーの減少や､抗凝固

剤の投与量､透析開始時の確認等の確認業務の省

力化が図れた｡

8tep2-バージョンアップ後は､rACチャート｣

と呼ばれる機能が追加され､作業効率が大幅に改

善した｡旧バージョンでは透析条件､投薬指示､

医療材料などを別々に開いて設定する必要があり､

また､設定した内容を確認する場合も時間を要し

た｡step2導入後はこれらの設定がrACチャート｣

から一括して行うことができ､内容確認も一画面

上で行えるようになった｡更に看護記録も同時に

参照でき､ダイアライザーや抗凝固剤の変更など

に役立っている｡

V FNWd 用中のトラブル

図4にこれまでFNW+を使用中に起きたトラブ

ル内容を示す｡

図4:FNW+使用中のトラブル

最も多かったトラブルは ｢FNW+-の情報入力

ミス｣で全体の60%を占めた｡原因としては､そ

れまで紙ベースであったものから､全て電子媒体

に変更したことで､投薬スケジュールの入力ミス

や情報入力後の確定操作ミスなど､その殆どが､

コンピューター操作が不慣れなためによって引き

起こされる ｢情報入力ミス｣であった｡

次に多かったのは､全体の21%にあたる｢E･GX

との連携｣によるトラブルであった｡FNW十と

E･GX との連携は全国的にも前例がなく､薬剤の

単位変換ミスや双方のマスターデータの登録ミス

による情報伝達エラーが原因で起きた｡

この他､FNW+の通信ミスや本体のソフト上の

問題などが報告されたが､序々に入力換作に慣れ

ることで ｢情報入力ミス｣は減少した｡

Ⅵ 考察

部門内で解決できるシステムの問題は､時間的

労力を必要とすることが多いが､ソフトの換作特

性を習得するか､運用方法を改善するなどで殆ど
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回避することができると考えられた｡

一方､異種システム間の連携の問題や権限など

のルールに関連する場合は､解決が困難な事例も

あり､内容によっては連携費用の発生や連携自体

を断念する必要も考えられた｡

故に､問題発生時には､FNW+やE･GXの各メ

ーカーの担当者と相談し､透析室スタッフの部門

担当者が積極的に双方の中継に入り､速やかに解

決することが重要である｡また､透析室スタッフ

が患者の記録やデータの入力で時間を費やす場合

があり､患者と向き合う時間を減らさないような

意識と工夫が必要と考えられる｡

Ⅶ まとめ

1)FNW十の導入及びE･GXとの連携により､透

析業務の省力化と正確他の向上が認められた｡

2)問題が発生した場合､各部門担当者の綿密か

つ迅速な連携がなければシステムの導入と連

携は困難である｡

3) システムの導入により得られる時間を､有効

に活用する工夫と意識が重要である｡
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